
　2013 年は、豊島区内で本格的な発掘調査が行
われるようになって 25 年という節目の年でした。
豊島区役所ロビーで例年開催する文化財ウィーク
の企画事業として、今年は『豊島区の発掘調査
25 年』というタイトルで考古資料の展示を行い
ました。
　長年にわたる発掘調査の成果を紹介することを

意図して企画した展示でしたが、区内遺跡全ての
調査成果を紹介するには、展示スペースが足りま
せん。そこで、大きく二つのコーナーを設け、紹
介する資料を絞りこむことにしました。
　まず、25 年前に調査対象となった染井遺跡の
植木屋集住地の調査と、今から 100 年以上遡

さかのぼ

る
明治時代に、弥生時代研究の先駆者である蒔

まい

田
だ

鎗
そう

『豊島区の発掘調査２５年』
豊島区の文化財展２０１３を開催しました
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展示会場の様子
多くの種類の遺物を展示するた

め、工夫を凝らして並べました。



次
じ

郎
ろう

が研究の舞台とした駒込一丁目遺跡につい
て、長年の調査の蓄

ちくせき

積によって明らかになった遺
跡の全体像やそれぞれの遺跡の特徴を、遺物も多
く展示しながら紹介しました。
　次に、区内のあちこちで発見された、旧石器時
代から戦後の占領期に至る様々な時代の遺物の中
から 6 種類ほど選び出し、豊島区にも多様な内
容の遺跡があること、地域の歴史を示す重要な発
見やそれに関わる研究が地道に行われていること
が具体的に伝わるように、解説文や年表とともに
展示しました。
　会期中は、足早に通りすぎながら遺物に目を向
けたり、パンフレットを片手にじっくり解説を読
んだり、待ち合わせの間に地図を眺めたりと、区
役所を訪れる多くの方が思い思いに文化財展示を
楽しむ、区役所ロビーならではの光景が見られま
した。　　　　　　　　　　　　　　（成田涼子）

　年号が平成に改まる直前の昭和 63（1988）年
12 月、駒込六丁目の日本郵船地区（現在の駒込
フラット）で発掘調査が始まりました。調査期間
中に昭和天皇崩御の報があり、一時作業がストッ
プしたこともあったそうです。
　その当時すでに市街化していた豊島区では、区
内に遺跡が残されている可能性がほとんど考えら
れていませんでした。しかし同年夏の試掘調査で
江戸時代の痕跡が発見されたことにより、「駒込
六丁目遺跡」として発掘調査を行なうことになっ
たのです。その調査では、江戸時代の「植

しょく

栽
さい

痕
こん

」
や「植木鉢」が調査の対象となり、現在に続く遺
跡研究の基礎が形作られました。その後の多くの
調査によって旧石器時代から近代に至る様々な時
代の遺構や遺物が駒込一帯に包

ほうぞう

蔵されていること
がわかり、今ではより広範囲を占める「染井遺跡」
という新たな遺跡として、広く知られた遺跡とな
りました。　　　　　　　　　　　　（成田涼子）

　巣鴨まちかど遺跡ミュージアムの第 2 弾では、「豊島区の発掘

調査 25 年」展を開催します。本展では長年にわたる豊島区内の

発掘調査の成果や、注目される発見などを出土遺物の実物や写真

パネルでご紹介します。

　また、特設コーナーにて、巣鴨遺跡の発掘調査成果を公開しま

す。豊島区の発掘調査の歩みとともに、巣鴨遺跡出土資料をお楽

しみください。

※この他、会期中に展示に関連したイベントを実施する予定です。

－　2　－

豊 島 区 の 発 掘 調 査 25 年
巣鴨まちかど遺跡ミュージアム

染井遺跡　興銀ひろば地区出土の古
こ

九
く

谷
たに

様式の大皿
多くの見学者が足を止めて見入っていました。

会 期：４月２日（水）〜４月 25 日（金）
会 場：巣鴨地域文化創造館１Ｆロビー
所 在 地：豊島区巣鴨 4- 15 - 11
開館時間：午前 8 時半 ~ 午後 9 時半
入 館 料：無料
交 通：JR 山手線「巣鴨駅」徒歩 15 分、
　　　　　　都営地下鉄「巣鴨駅」徒歩 15 分、
　　　　　　都電荒川線「庚申塚駅」徒歩 3 分、
　　　　　　都バス　  「巣鴨四丁目」徒歩 3 分

豊島区最初の遺跡　「駒込六丁目遺跡」

重なり合って出土した
植木鉢（興銀ひろば地区）

発見された植
うえ

木
き

室
むろ

（日本郵船地区）



　昨年の 11 月 23 日 ~24 日にとしま未来文化財
団の勤労福祉会館で行われたイベント「きんぷく
まつり」に当会も参加しました。
　区内で発見された遺跡の紹介パネルの展示（「発
掘っ !! 発見っ !! 豊島区っ !」）と紙面で子供向け
クイズ「豊島ものしり検定」（委託事業）をおこ
ないました。今回のパネル展示は、今年度で豊島
区内の本格的な発掘調査が実施されて 25 年とい
う節目であることから、これまでの調査で発見さ
れた主な遺跡を紹介する内容とし、具体的には、
染井遺跡の津

つ

藩
はん

藤
とうどう

堂家と駒込一丁目遺跡の弥生時
代の遺構や遺物を写真パネルにして紹介しまし
た。
　パネル展示の一角に「この遺物に注
目」コーナーをつくり、昨年度の「豊
島区の文化財展 2012」以来、方々か
ら好評を博している江戸時代の玩具を
ピックアップ展示しました。
　「豊島ものしり検定」は、このパネ
ル展示の内容を踏まえてクイズを出
し、展示をみると答えが出せるような
内容としました。対象年齢は小学生の
高学年から中学生くらいとしていまし
たが、低学年の女の子がおばあちゃん
と一緒になって、懸命にクイズに答え
ている様子は印象的でした。
　今秋も参加する予定ですのでご都合

がよろしければ勤労感謝の日に勤労福祉会館へ足
を運んでみてください。　　　　　　（山﨑吉弘）

　本書は、江戸時代に津藩藤堂家の下
しも

屋
や

敷
しき

内の一角を占めていた場所での発掘調査
の報告書です。調査の結果、２軒西隣りのパークハウス駒込桜郷地区（『染井 X Ⅶ』）
から始まる柱穴列が本地区にまで達しており、さらに東へ延びる様子が確認されま
した。柱穴列はさらに南北に延びるものも発見されており、18 世紀代の藤堂家下
屋敷の本地区周辺は複雑に区画されていたものと思われます。また、自然堆積のロー
ム層上面には、工具で穿たれた痕跡が無数に確認されました。屋敷を造成する際の
整地工事の跡と思われます。藤堂家下屋敷造成に関わる貴重な成果が得られました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山﨑吉弘）
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「きんぷくまつり」に参加しました !イベント報告

発掘調査報告書の新刊紹介

「答えはどこ？」 　おばあちゃんと女の子

たちが、仲良くクイズに挑戦しています。

「豊島ものしり検定」で配布したクイズ
みなさんも挑戦してみてください。

『染井 X
29

XIX』( 染井遺跡フェアロージュ駒込地区 / 豊島区遺跡調査会発行 )

※報告書の一部は頒布できるものがあります。頒布方法につきましては、「豊島区埋蔵文化財調

査報告」分は豊島区行政情報係、もしくは文化財係へ、それ以外は当会までお問い合せください。



◎事業報告
１）発掘調査
　豊島区教育委員会と連携して区内 11 カ所で合
計 13 件の埋蔵文化財試掘調査・本調査を実施し
ました。北大塚遺跡では、旧石器時代の遺物が出
土し、豊島区の旧石器時代に新たな発見をもたら
しました。その他の遺跡でも、様々な発見があり、
それぞれの地域の歴史を知る上で重要な情報を得
ることができました。また、豊島区文化・デザイ
ン課の委託による、土層剥ぎ取り調査も１件行わ
れました。

２）整理調査・報告書刊行
　報告書刊行に向けた整理作業は 14 件。豊島区
埋蔵文化財調査報告 2 冊を編集、としま遺跡調
査会調査報告４冊を編集・刊行をしました。また、
平成 23 年度に行った国庫補助対象事業の概報 ( 試
掘調査中心 ) を一冊にまとめた『豊島区埋蔵文化
財調査概報集 8』を編集しました。

３）普及啓発
　区内３カ所の遺跡で都合３回にわたり遺跡見学
会を実施しましたが、うち１回は豊島区の委託事
業でした。この他に、豊島区からの委託事業とし
ては、平成 24 年 10 月に「江戸の玩具と子ども
の世界」と題する区役所本庁舎ロビー展示、 平成
25 年３月に 東京地下鉄副都心線雑司が谷駅構内
の雑司が谷遺跡紹介パネルの展示替えそのパネル
の保守点検作業などを行っております。またとし
ま未来財団と連携した展示（雑司が谷地域文化創
造館、巣鴨地域文化創造館）や、夏休みイベント「親
子で「泥面子」をつくって遊ぼう」を実地しまし
た。その他、数多くの展示事業やイベントに携わっ
ています。

４）人材育成
　豊島区からの委託を受け、平成 24 年 11 月に
染井遺跡で区内の小・中学生を対象とした ta 体
験イベント「レッツトライ 考古学」の実施に協
力しました。また豊島区立勤労福祉会館と連携
し、『江戸時代のとしま地域を知ろう』、『発掘調
査報告から見えた豊島区の遺跡』、『中世の城や館
を歩いてみよう』と題した区民講座を実地しまし
た。

　平成 25 年 11 月 15 日に当会第７回定期総会が行われ、平成 25 年度（平成 24 年 10 月１日から平成 25 年 9 月
30 日まで）の事業報告とこれに伴う会計収支、また、役員等が決定致しましたので、ご報告いたします。

日　時：２月 22 日（土）
　会　場：豊島区立勤労福祉会館６階　11:00 〜
　主　催：ＮＰＯ法人としまＮＰＯ推進協議会他

　※ 入場は無料です。

　当会では、今年も社会貢献活動見本市に参加いたします。
様々な NPO 団体が一同に集まる見本市です。お近くにお越し
の際には、ぜひお立ち寄りください。
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２　事業の実施に関する事項

(１）　特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
受益対象者の

範囲および人数
支出額（千円）

発掘調査
埋蔵文化財包蔵地等での遺跡の発掘調
査・試掘調査・基礎整理作業および立会い
調査補助作業

2012.10～2013.9 豊島区内 372 人
豊島区民

不特定多数
40,258

整理調査 発掘調査の記録・出土遺物等の整理作業 2012.10～2013.9 豊島区内 806 人
豊島区民

不特定多数
20,047

報告書刊行
豊島区および豊島区遺跡調査会報告書の
編集・刊行への協力および、としま遺跡調
査会報告書の刊行

2012.10～2013.9
豊島区
　　巣鴨複合施設内

16 人
豊島区民 他
４４０人以上

274

普及啓発
「つたのは通信」及び「調査速報」発行、展
示会・遺跡見学会等の開催協力および実
施 等

随  時 豊島区内 157 人
正・賛助会員

豊島区民
不特定多数

472

人材育成
豊島区「レッツトライ 考古学」開催協力およ
び考古学講座の開催協力

随時
発掘調査現場
勤労福祉会館　など

54 人
主に豊島区民
不特定多数

197

従事者の
延人数

平成 25年度事業報告・会計収支報告

社会貢献活動見本市＆交流会に参加します第８回

〈特定非営利活動に係る事業〉
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<平成２５年度　会計収支決算> （単位：円）

科　　　目 金　　　　　額 科　　　目 金　　　　　額

Ⅰ　収入の部 Ⅱ　支出の部

1　会費・入会金収入 1　事業費

　　　会費収入 22,000 　（１）人件費 13,634,664

　　　賛助会費収入 24,000 　（２）その他経費

　　　入会金収入 13,000 59,000 　　　　外注費 38,737,944

2　事業収入 　　　　交通費 6,720

　　　発掘調査事業 40,257,964 　　　　通信費 30,240

　　　整理調査事業 20,047,327 　　　　消耗品費 3,860,856

　　　報告書作成事業 273,659 　　　　　　（印刷費含む） 56,270,424

　　　普及啓発事業 471,923 2　管理費

　　　人材育成費 196,980 61,247,853 　（１）人件費

3　補助金等収入 　　　　給料手当 2,653,989

　　　短期借入金収入 0 0 　　　　法定福利費 447,959

5　その他収入 　　　　福利厚生費 252,000 3,353,948

　　　利息収入 3,541 　（２）その他経費

　　　雑収入 3,541 　　　　交通費 5,000

　　　　通信費 4,800

収入合計（A） 61,310,394 　　　　消耗品費 155,138

　　　　支払手数料 130,174

　　　　賃借料 186,900

　　　　リース料 661,500

　　　　租税公課 505,700

　　　　雑費 3,300 1,652,512

支出合計（B) 61,276,884

当期収支差額（A）-（B） 33,510

前期繰越収支差額（Ｃ） 1,124,821

合計（A）-（B）+（C） 1,158,331

<平成２５年度　会費収支決算> （単位：円）

科　　　目 金　　　　　額 科　　　目 金　　　　　額

Ⅰ　収入の部 Ⅱ　支出の部

1　会費・入会金収入 1　会費・入会金支出

　　　正会費収入 22,000 　　　会報発送料 13,880

　　　賛助会費収入 24,000 　　　総会資料発送料 3,180 17,060

　　　入会金収入 13,000 59,000

2　その他収入 　　　ﾊｶﾞｷ・郵送料 15,180

　　　利息収入 53 53 　　　総会会場費 3,400

　　　講座参加費 6,300

収入合計（A） 59,053 　　　ラベルシート 3,468 28,348

支出合計（B) 45,408

当期収支差額（A）-（B） 13,645

前期繰越収支差額（Ｃ） 230,576

合計（A）-（B）+（C） 244,221

〈平成 25 年度　会費収支決算書〉（正会員・賛助会員費）

〈平成 25 年度　会計収支決算書〉

◎役員の選任

　理事は前回に引き続き、菊池徹夫（理事長）、根

岸豊、橋口定志、古泉弘、小森晴子が、監事には 

浜田晋介、小池陸子が再任されました。　（事務局）



　大人からの細かな知識についての質問よ
り、子どもたちからの素朴な疑問のほうが、
相手に伝わるように答えるのは難しいもので
す。どのような言葉を選べば、子どもたちに、

「考古学」を伝えることがきるでしょうか。
　豊島区の公立小学校で使われている教科
書、『小学校社会６上 日本の歩み』（日本文
教出版）には、「遺跡」について、「昔の人間
のくらしのようすがわかるものが残されてい
るところです。」と書いてあります。しかし、
なにをどうすれば「昔の人間のくらしのよう
す」がわかるのか、具体的な説明はありませ
んが、教科書の内容のほとんどは、考古学の
研究成果が元になっているはずです。
　『はじめての考古学』は、早稲田大学の名
誉教授であり、また本会の理事長でもある菊
池徹夫氏が、「考古学」を通じて、「歴史的な
ものの見方」を伝えることを目指し、朝日小
学生新聞に連載した内容を一冊にまとめたも
のです。
　その内容は、遺跡が土のなかにある理由か
ら、遺構・遺物の種類や研究方法、陵

りょう

墓
ぼ

問題
まで多岐にわたります。小中学生でも読める
考古学の入門書としてはほかに、佐原真著『遺
跡が語る日本人のくらし』（岩波書店）や、
末永雅雄著『きみたちの考古学 小中学生の
ための古代史入門』（有

ゆ う ひ か く

斐閣）などがありま
すが、それらの多くは当時の研究成果をわか
りやすく紹介することに力点が置かれた内容
です。

　それらとは反対に、本書では、大学の考古
学専攻でも最初に学ぶことになる考古学の研
究方法やものの見方をわかりやすく伝えるこ
とに、力を注いでいるのが特徴です。
　考古学の入門書というとどうしても原始・
古代にばかり目が行きがちですが、近世の武
家屋敷や町場（豊島区内出土の近世のままご
と道具も写真入りで紹介）、近代の鉄道や外
国人居留地、さらには太平洋戦争にかかわる
遺構・遺物なども取り上げています。東日本
大震災の震災遺構もそれらと同様に、私たち
が保存し活用していく責任のある「もの言わ
ぬ証人」です。「戦争や自然災害の恐ろしさ。
遺跡や遺物たちが決して忘れてはならないこ
とを静かに語りかけてきます。」という著者
の言葉は、子どもたちはもちろん、考古学に
関心を持つすべての人に向けられた問題提起
ではないでしょうか。　　　　　（甲田篤郎）
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「つたのは通信」の由来 ： 蔦は大きな樹ではありませんが、生命力が非常に強い植物です。この蔦の葉が周囲の樹木や　

　建物につたい茂るように、多くの人に遺跡の楽しさ、大切さを知ってもらいたいとの願いを込めて会報の名としました。

　また、染井遺跡を代表する大名屋敷である津藩藤堂家の家紋としても、馴染み深い植物です。
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編集・発行

題字：湯澤和子　　　　　ロゴデザイン：石原幸

イラスト：菅沼晶子・千葉弘美

はじめての考古学

菊池徹夫著

あさがく選書

平成 25 年初版発行

￥1,000（税抜き）

新年あけましておめでとうございます。当会では、昨

年に引き続き、考古学講座や遺跡見学会、展示などの

様々なイベントを企画しています。本年も宜しくお願

いいたします。え

【編集後記】

書籍紹介

なにをどうすれば「昔の人間のくらしのようす」がわかるのか

菊
きく

池
ち

徹
てつ

夫
お

著『はじめての考古学』


